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食品生レビュー№48●事故が起きなくて良かった　ジュースに焼酎混入
２月１６日の新聞で、愛媛県宇和島市の回転寿司店おいて、焼酎が混入されたジュースが提供されたと報道されました。この報道内容と原因の推定、対策等について述べます。
２月１６日の地元紙の愛媛新聞報道
回転すし店でジュースに焼酎混入　宇和島

回転すしチェーンＳ（愛媛県宇和島市）が、12日に客に提供したジュースの中に、焼酎が混入していたことが15日、分かった。チェーン運営会社Ａ（大阪府吹田市）は16日から連絡窓口を設置し、実態把握や注文客への謝罪に当たる。
　同社によると、13日から同店で酎ハイの提供を開始する予定で、12日午前に飲料メーカー担当者が酎ハイやジュースをつぐサーバーを店内に設置。注文を受けた店員がサーバーのジュース用注ぎ口からグラスにジュースを入れる際、何らかの原因で焼酎が混入していた。12日に注文した客から「味がおかしい」との指摘があり、混入が判明した。

16日の朝日新聞及び17日のスポニチでは、次のようにも報道している。

2月13日から酎ハイを提供開始の予定であった。12日午後8時半ごろ、2組の客から「味がおかしい」と指摘されるまで、焼酎が混入されたジュースが60杯提供されていた。客の中に未成年者がいたが、気分が悪くなったとの届出はない。
　先ず、客には未成年者がいたようであり、事故が起きなくて幸いだったと思います。アルコール濃度は不明ですが、高くて小学生のような年少者が飲んでいたら、大きな事故に発展した可能性があります。
この事件で、いくつかの疑問があります。

１）13日から同店で酎ハイの提供を開始する予定であったのに、12日午前（開店前）に飲料メーカー担当者が酎ハイやジュースをつぐサーバーを店内に設置していた
２）翌日からの提供なのになぜ、封印していなかったのか
３）誤接続に気がつかなかったのか

　これからは推定ですが、飲料メーカーの担当者が13日には他の業務があって、１日早い12日に行ったものと考えます。作業終了後、使い方の指導を従業員（多分パート）にしたと思いますが、その従業員は翌日からの提供開始を知らなかったのではないかと思います。飲料メーカーの担当者は説明したので封印せずに店を出たものと思います。従業員（複数いたと思います）は、開店前点検で味見せずにグラスに注いだために、誤接続に気がつかなかったものと思います。
　現役の頃、ファミリーレストランへも監視指導に行きましたが、平日の午後3時頃までは社員がいなく、立ち入れなかったことが何回もありました。その理由は、社員が３、4人ですので、金曜、土曜、日曜日には社員全員が出勤しますが、その他の日には、社員は午後3時過ぎに入店するためです。社員の不在の時間帯、昼食からの開店の場合は午前11時から午後3時過ぎ（24時間営業の場合には午前7時過ぎから）午後3時頃までは、多くの場合10年以上のベテランのパートの「おばさま」がいて、急用の場合、その人に話せば、店長などの了解を得て調査の協力をいただきました。
　なぜこのような事件が発生したのですが、前日の11日は祭日（建国記念日）であったので社員は全員出勤して、12日の午前中には社員不在であったと思います。そのため作業の立ち会いを、パート従業員に任せていたものの、その従業員への連絡が十分でなかったものと考えます、

　インターネットで見ると、当該店の開店は午前11で、客に指摘されたのが夜の8時半ですので、9時間以上気がつかなかったという、本当にお粗末な事故でした。そして、開店前の点検をしていなかったものと考えます。
飲食店営業者の皆さま、作業を行う場合には、事故防止のために必ず責任ある社員が立ち合うことにしてください。これを他山の石とせずに社員教育を徹底してください。ああすれば良かった、こうすれば良かったと思っても、「後悔は先に立たず」です。（笈川　和男）
